
第１章　計画策定にあたっての基本方針 第１章　計画策定にあたっての基本方針

第１節 計画策定の趣旨 第１節 計画策定の趣旨

第２節 計画の位置づけ 第２節 計画の位置づけ

第３節 第７次計画の評価

第３節 基本理念 第４節 基本理念

第４節 県民や関係機関に求められる役割 第５節 県民や関係機関の役割

第５節 計画期間 第６節 計画期間

第６節 計画の評価及び見直し 第７節 計画の評価及び見直し

第２章　医療提供体制等の現状 第２章　医療提供体制等の現状

第１節 人口構造 第１節 人口構造

第２節 人口動態 第２節 人口動態

第３節 県民の受療状況 第３節 県民の受療状況

第４節 医療提供施設の状況 第４節 医療提供施設の状況

第３章　医療圏と基準病床数 第３章　医療圏と基準病床数

第１節 医療圏の設定 第１節 医療圏の設定

第２節 基準病床数 第２節 基準病床数

第４章　地域医療構想 第４章　地域医療構想
第１節 地域医療構想について 第１節 地域医療構想について

第２節 構想区域の設定

第３節 医療需要推計、将来の必要病床数

第４節 病床機能報告制度

第５節 地域医療構想の推進体制

第６節 各構想区域において重点的に取り組む事項

第５章　外来医療の体制

第１節 外来医療計画について

第５章　地域包括ケアシステム等

第１節 地域包括ケアシステム

第２節 県民の健康づくり

第１章　東日本大震災への対応 第６章　東日本大震災・原子力災害からの復興・再生

第１節 復旧・再生の取組 第１節 被災地の医療提供体制の再構築

第２節 原子力災害への対応

第２章　医療を支える人材の確保 第７章　医療を支える人材の確保

第１節 医師 第１節 医師 （「医師確保計画」として別冊で対応）

第２節 歯科医師 第２節 歯科医師

第３節 薬剤師 第３節 薬剤師

第４節 保健師・助産師・看護師・准看護師 第４節 保健師・助産師・看護師・准看護師

第５節 その他の保健医療従事者 第５節 その他の保健医療従事者

第３章　救急医療等事業別の医療体制の構築 第８章　５疾病・６事業及び在宅医療の体制

第１節 救急医療 第１節 がん対策

第２節 小児医療 第２節 脳卒中対策

第３節 周産期医療 第３節 心筋梗塞等の心血管疾患対策

第４節 災害時医療 第４節 糖尿病対策

第５節 過疎・中山間地域の医療（へき地医療） 第５節 精神疾患対策

第６節 救急医療

第６節 在宅医療 第７節 災害時医療

第７節 リハビリテーション 第８節 新興感染症発生･まん延時における医療

第４章　疾病等に応じた医療体制の構築 第９節 過疎・中山間地域の医療（へき地医療）

第１節 がん対策 第10節 周産期医療

第２節 脳卒中対策 第11節 小児医療

第３節 心筋梗塞等の心血管疾患対策 第12節 在宅医療

第４節 糖尿病対策 第９章　その他主要な分野の医療体制

第５節 精神疾患対策 第１節 呼吸器疾患対策

第６節 呼吸器疾患対策 第２節 感染症対策

第７節 感染症対策 第３節 難病対策

第８節 移植医療 第４節 アレルギー疾患対策

第９節 難病対策 第５節 歯科保健医療対策

第10節 アレルギー疾患対策 第６節 認知症対策

第11節 歯科保健医療対策 第７節 移植医療

第12節 認知症対策 第８節 リハビリテーション

第13節 薬物乱用防止対策 第９節 高齢化に伴い増加する疾患等対策

第14節 高齢化に伴い増加する疾患等対策 第10節 薬物乱用防止対策

第５章　医療機関相互の連携、情報化の推進 第10章　医療機関相互の連携、情報化の推進

第１節 地域医療の機能分化と連携 第１節 地域医療の機能分化と連携

第２節 医療に関する情報化の推進 第２節 医療に関する情報化の推進

第６章　医療の安全の確保 第11章　医療の安全の確保

第１節 医療安全対策 第１節 医療安全対策

第２節 医薬品等安全対策 第２節 医薬品等安全対策

第３節 血液確保対策 第３節 血液確保対策

第12章　圏域別の取組

第１節 県北医療圏

第２節 県中医療圏

第３節 県南医療圏

第４節 会津・南会津医療圏

第５節 相双医療圏

第６節 いわき医療圏
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